
平成2 (作業所)・

r本人主体の支援をしましょうJ
～出来てますか?必 要な時に必要な分だけ～

的 rE宅 の精神障害者の社会参加を促進するため、精神障害若社会復帰施設等職員及び支

援関係者等の理解を深め、さらに知識や技術の向 上1を図る。

平成 20年 7月 1111(金 ) 11100～ 15:30(受 付 10:00～ )

広島県立生経学習センター 2階 大研修室 定 員 240名

広島市東区光町 2-1-14 窓 082-2622411(1子事についての会場へ')お問合せはご患慮下さtⅢ)

社団法人広島県精神障害者家族連合会

本人・精神障学者小規模作業所・社会復帰施設等職員、ボランティア等支援者、家族

行政関係者、雇用労働関係機関職員、精神科医療機関職員、その他関心のある人

会員 (広家連所属家族会作業所等)・ 賛助会員 :無料

会買以外の方 1000門 (資料代として)
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午前の部

開会挨拶 桜 広島県精神障害者家族連合会会長 小 田 穣

本人による朗読会  「 自分の気持ちを伝えよう/J

'・―‐マ① l利用 にンたい作業所 (施設 )と は」

② 「私にとっての作業所 (施設)と は」

③ 「作業所 (施設)で 学ぶこと |

④ 「友達」、 「家族Jま たは 「職員Jと の人間関係

⑤ 「私の趣味」

③ 「その他 (何でも)」

※0～ ③のテーマで基本的に自分の原稿は自分で期読 こャて戴きます。

Xい づれのテーマも朗読時間は一人 3分 以内でお願いします。

1 0 : 5 5

1 1 , 0 0

1 2 1 0 0

1 3 : 0 0

昼食休忠

午後の部

諭演  r‐本 人 主 体 の 支 援 を し ま し′ょ う」
～出来てますか ?必 要な時に必要な分だけ～

演著 O fficc 夢風舎

舎長  土 屋 徹  先 生

原稿募集 自 分の気持ちを伝えよう/原 稿 〈朗読者〉募集中です。グルー,プでの中込大歓迎。

ご応募お符ちしています。 (暮集人数は 15人 程度、原稿提出期RR 6月20「]・金)

応募方法 作 業所 (施設〉利用者は作業,,子(施設)か ら、そうでない人は直接広家連あてに原稿

を送 って下さいG氏 名 ・住所 ・電話番号と朗読所要時間を記入したものを添付のこと谷

参加申込 中 込用紙に、所属 ・住所 ・f蛇表者名 ,電話番号 ・参加人数を明記 し6月 80日 (ナ1)

までに郵送でお願いしますっ苛3込者多数の場合は先着順とさせて頂きます。

中 込 先 〒7314311安芸郡坂町北新地2思 77県 立総合精神保縄福祉センター内

観広島媒精神障害者家族連合会 「指研係」な 082-885-〕 _678

0 0



平成 20年 度精神障害者社会復婦施設(作業所 )い支援関係者等研修会参加中込書

所属・機関名

代 表 者 名

くお願 い》

・参加申込期限 平 成 20年 6月 30日 (月〉必着

・中 込 方 法 所 属 ・住所 ・代表者氏名 ・電話番号 ・参加人数を明記 し、郵送でお

願 い します。用紙が足 りない場合はコピー して ご使用下 さい (5人

以上は記入 しないで下さい)。

※路I兼用のため受信が続 くと電話が使 えません。郵送にご理解 ご協力お願 い します。

・弁当代¥500は 当日弁当と引き換えで頂戴 ヒ″ます。急な欠席の場合で も後 日お支

払い頂 きますよ うお願 いします。
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(職員 ・利用者 ・支援着 ・家族)等

参 加 者 氏 名 弁当・お茶

¥500

要  不 要

2 要  不 要

3 要  不 要

4 要  不 要

5 要  不 要

参加者合計      名



平成 20年 度精神障害者社会復婦施設 (作業所)・ 支援関係若等研修会

午前の部   本 人による朗読会  「 角分の気持ち伝えよう/」

応 募 用 紙

応募若 多数の場合は選考 により決定 し所属機関 または本人宛て通知 します。

所  属 応募者氏名 な|
交通費 ～ 広島駅       門 弁当 。お茶は用意 します
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